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絡み合った存在：エゴ、統一、そして神聖な場
Lokāḥ Samastāḥ Sukhino Bhavantu
「すべての存在がどこでも幸せで自由でありますように。」

これから始まる旅は、科学、哲学、またはスピリチュアリティの探求だけではありません。何
よりもそれはレシピです。エゴを溶かし、恐れと貪欲の握りを緩め、私たちがすでに神と、自
然と、宇宙全体と一つであるという深い真実へと目覚めるためのレシピです。

エゴは有用な道具です。日常生活を航海し、自己と他者を区別し、目標を追求することを可能
にします。しかし、それが私たちの全体だと誤解されると、牢獄となります。エゴは死を恐れ
させ、溜め込みや争いを駆り立て、他人に対する苦しみに目をつぶらせます。それは分離とい
う幻想を生み出し、その幻想から残酷さ、搾取、絶望が生じます。

エゴを克服することは、自己を消滅させることではなく、その幻想を見抜くことです。現代物
理学が粒子が場の励起であることを明らかにするように、エゴもまた意識の神聖な場の励起で
す。エゴは海の波紋のように現れては消え、しかし海は残ります。死は破壊ではなく帰還で
す。分離は最終的なものではなく、一時的なものです。

世界の知恵の伝統はこれを常に知っていました。仏教はエゴへの執着が苦しみの根源だと教え
ています。ヴェーダンタは真の自己（Atman）が無限の存在の基盤であるブラフマン
（Brahman）と同一であると宣言します。キリスト教の神秘主義者は自己を神に委ねることに
ついて書き、スーフィーの詩人たちは神聖な愛の中での消滅（fana）を歌いました。どこでも
メッセージは同じです：最高の志向はエゴを強化することではなく、それを無限の中に溶かす
ことです。

この本は、科学、哲学、スピリチュアリティの洞察を織り交ぜ、統一が神秘的な直感だけでな
く、現実の構造に刻まれた真実であることを示します。量子もつれ、生態系の相互依存、情報
理論、そして神秘体験はすべて一つの気づきに収束します：私たちは断片ではなく、全体の表
現です。

目的は抽象化ではありません。それは変容です。絡み合いへの目覚めは、他人への慈悲、地球
への敬意、そして神聖への開かれた心をもって異なる生き方をすることです。エゴを溶かすこ
とで恐れを溶かし、貪欲を溶かすことで搾取を溶かし、統一を思い出すことで癒しをもたらし
ます—自分自身、互い、そして地球に。

この作品がガイドであり、レシピであり、捧げものとなりますように。そしてその果実が、
Lokāḥ Samastāḥ Sukhino Bhavantuの実現、つまり分離の幻想が克服され、海がすべての波
紋の中で自身を思い出した、すべての存在が幸せで自由な世界となることを願います。

分離の幻想



日常生活は分離の呪文の下で生きられています。毎朝、私たちは単一の、境界を持った「私」
という感覚で目覚め、体の皮膚と心の境界によって他人と隔てられています。このエゴの感覚
は世界を航海するのに不可欠です。それは一貫した物語を与え、「これが私の人生」と言うこと
を可能にし、明らかな自律性で行動することを可能にします。

しかし、この表面の下で、私たちの内なる何かが分離が脆いことを知っています。私たちは空
気、食べ物、水、暖かさ、そして人間の仲間関係に依存しています。2分間息を止める、血糖値
の低下、孤立の沈黙だけで、独立の幻想は溶け去ります。

科学はこの深い直感を確認しました。自己完結型のエゴには明確な境界がありません：生物学
者は私たちの体が微生物の生命で溢れ、それなしでは生きられないことを思い出させます；神
経科学者は意識が脳によって縫い合わされた構築物だと説明します；物理学者は物質そのもの
が固体で分離したものではなく、場の網の中のエネルギーのパターンだと語ります。

神秘的な伝統はこれをずっと前に予見していました。仏陀は「自己」（atta）が究極的ではな
く、永続的な核を持たないプロセスの束だと教えました。ヴェーダンタの哲学者たちは、アー
トマン—真の自己—が個々のエゴではなく、普遍的な実在であるブラフマンと同一であると宣
言しました。スーフィーたちは愛する者の中に自己を失うことを歌い、キリスト教徒は神が内
に生きるために自己を死なせることについて語りました。

個性の感覚は、錯覚的なトリックという意味で偽りではありません。それは不完全な意味で偽
りです。エゴは表面の波紋であり、役に立つが最終的ではありません。発見を待つ深い真実は
絡み合いです：私たちの存在は常にすでに全体に織り込まれています。

場、粒子ではない
何世紀にもわたり、物理学は宇宙を空間を移動するビリヤードボールのような粒子の集まりと
して想像してきました。この見方はエゴの自己像を反映していました：分離した、自律的な、
境界を持ったもの。しかし、20世紀はこのビジョンを打ち砕きました。

量子場理論は、かつて「粒子」と考えられていたものが全く独立した物体ではないことを明ら
かにしました。それらは場の励起—空間全体を満たす目に見えないエネルギーの海の波紋で
す。電子は電子場の波紋であり、光子は電磁場の波紋です。物質そのものは振動的です。

弦理論はこれをさらに進め、場の下に単一の基本的な実在があると提案します：すべての粒子
の外観を生み出す共鳴を持つ振動するエネルギーの弦。物質の多様性は一つの宇宙的な楽器で
演奏される音楽です。

その含意は深遠です。私たちが「もの」と呼ぶものは自己完結的ではありません；それらはよ
り深い連続体の擾乱です。宇宙は物体の倉庫ではなく、振動のシンフォニーです。

この絵は神秘的なビジョンと驚くほど並行しています。ウパニシャッドはブラフマンをすべて
の形がその表現である基礎的な実在として記述します。仏教の比喩は世界を宝石の網に例え、
それぞれが他のすべてを反映します。この光の中で、エゴは粒子のようです：神聖な場の局所



的な励起であり、一部の伝統はそれを神と呼び、他のものは道（Tao）、または純粋な意識と呼
びます。

すべての物質が物理的な場の励起であるならば、エゴは神聖な場の励起—「私」として一時的
に現れる意識の波紋です。電子がその場から離れて存在しないように、自己も意識の海から離
れて存在しません。

神聖な場の励起としてのエゴ
エゴは堅固で、永続的で、中心的なものに感じられます。しかし、それは波の頂点のようなも
のです：一時的に形成され、動的に維持され、そして消え去ります。孤立した「私」に見える
ものは、神聖な場—存在の無限の基盤—の揺らぎです。

ヴェーダンタはこれをTat Tvam Asi（「あなたはそれである」）という教えで表現します：個々
の自己であるアートマンは、普遍的な実在であるブラフマンに他なりません。自己は神聖な場
から分離しておらず、その一時的な表現です。

仏教では、エゴはanatta—非自己—として明らかにされ、永続的な核と誤解されたプロセスの
複合体です。エゴが溶けると残るのは意識そのものです：無限で、光輝く、不可分なもの。

キリスト教の神秘主義者、マイスター・エックハルトのような人物は、魂の最も深い基盤が神
と一つであると語りました。「私が神を見る目は、神が私を見る目と同じである」と彼は書き、
人間と神聖の境界を崩しました。

この光の中で、エゴは誤りでも敵でもありません。それは意識が局所化し、経験を持ち、旅を
することを可能にする必要な励起です。しかし、それは決して最終的ではありません。その運
命は、それが来た場に戻ることです。

死は、したがって、消滅ではなく帰還です。波紋が海を破壊せずに水に消えるように、エゴも
神聖な場を減らすことなく溶けます。死ぬのは一時的な励起です；残るのは永遠の海です。

帰還としての死
死は個性の究極の境界です。エゴにとって、死は抹消、物語の終わり、最終の沈黙として現れ
ます。私たちの文化はこの恐れに対して精巧な防御を築いてきました—不死の神話、天国の約
束、技術的超越の探求。しかし、死が全く消滅でないとしたら？それが帰還だとしたら？

物理学は驚くべき並行性を提供します。宇宙では、何も本当になくなりません。物質は変換
し、エネルギーは状態を変えますが、基盤となる物質は持続します。星は白色矮星やブラック
ホールに崩壊しますが、その元素は宇宙に散らばり、新しい世界の種をまきます。情報そのも
のは、ホログラフィック原理によれば、決して破壊されません。ブラックホールが物質を飲み
込んでも、それが運んだ情報は事象の地平にエンコードされると考えられています。

神秘的な伝統はこの真実を予見していました。ウパニシャッドは死を川が海に流れることに例
えます：個々の流れは溶けますが、水は残ります。仏教はニルヴァーナを炎の消滅として語り



ます—しかし無へではなく、無条件の、無限のものへ。スーフィーたちは死をfana、自己の消
滅として描写し、続いてbaqa、神の中に留まること。キリスト教の神秘主義者はそれを魂と神
聖な愛との結婚として描きます。

エゴが神聖な場の励起であるならば、死はその励起が静まる瞬間であり、すべてを抱く静寂に
解放されます。波紋が落ちると海が減らないように、エゴが溶けても神聖な場は減りません。
失われるのは分離の幻想だけです。

このように死を見ると、それは悲劇から完成へと再構成されます。人生は波紋の短いダンスで
す；死は海への帰還です。私たちを消すどころか、死は決して死なないものへの帰属を明らか
にします。

もつれと非局所性
量子力学の最も奇妙な啓示の一つは、宇宙が私たちの直感が想像するように局所的ではないと
いうことです。もつれた粒子は、一度リンクされると、距離に関係なく相関を保ちます。アイ
ンシュタインは動揺してこれを「遠隔での不気味な作用」と呼びました。しかし、実験はこれ
を疑いなく確認しました。世界は非局所的です。

もつれは独立した物体の古典的な見方を解体します。銀河の反対側にある二つの光子は二つの
別々のものではなく、一つの拡張されたシステムです。それらの分離は空間的です；それらの
存在は共有されています。

神秘主義者たちは長い間、似たような言葉で現実を記述してきました。仏教のインドラの網の
比喩は、宇宙を無限の宝石の格子として想像し、それぞれが他のすべてを反映します。スーフ
ィズムでは、ルーミが書いています、「あなたは海の滴ではない。あなたは一つの滴の中に全体
の海である。」キリスト教の神秘主義者は聖人の交わりについて語り、時間と空間を越えてすべ
ての魂をつなぐ見えない統一を述べました。

量子物理学の非局所性はこれらの洞察の科学的エコーとなります。意識もまた、頭蓋骨の中に
閉じ込められていないかもしれません。神秘主義者がすべてのものとの統一を経験し、瞑想者
が自己の境界が溶けるのを感じるとき、彼らは同じ真実に触れているかもしれません：分離は
外見であり、もつれが現実です。

エゴが神聖な場の波紋であるならば、もつれはすべての波紋が互いに共鳴することを示しま
す。場は断片化されておらず、連続的です。目覚めることは、自分の意識が孤独な火花ではな
く、どこでも燃える火の一部であることを悟ることです。

情報、記憶、そして宇宙のアーカイブ
現代物理学はますます情報のレンズを通して宇宙を見ています。ジョン・ホイーラーの格言、
「ビットからそれへ」は、私たちが物質と呼ぶもの—粒子、場、さらには時空—が情報プロセ
スから生じると示唆します。現実は基本的に「もの」ではなく、関係のパターンであり、広大
な計算のようにエンコードされています。



この視点は、記憶とアイデンティティについて考える方法を再形成します。私たちの個人的な
アイデンティティは記憶に根ざしていると感じますが、神経科学は記憶が脆く、常に書き換え
られていることを示します。個性が記憶に依存し、記憶が不安定であるならば、私たちが必死
に守る自己はどれほど本物なのでしょうか？

同時に、物理学は情報そのものが消滅しないかもしれないことを示唆します。ブラックホール
理論では、ブラックホールに落ちる情報が永遠に失われるかどうかについて議論が交わされま
した。現在、コンセンサスは保存に傾いています：認識を超えて混乱していても、情報は時空
の構造にエンコードされたままです。

意識にも同じことが当てはまるかもしれませんか？脳が停止すると、その特定のマパターンは
溶けますが、それらが運んだ情報は抹消されず、宇宙のアーカイブに吸収されるかもしれませ
ん。これはエゴ的な意味での個人的な不死—「私」の好みや記憶の継続—を意味しませんが、
より繊細なものです：一度神聖な場に振動した経験の本質は、永遠にその一部として残りま
す。

神秘的な伝統は再び共鳴します。ウパニシャッドは真の存在の何も失われないと主張します。
ホワイトヘッドは、プロセス哲学において、すべての経験の瞬間が神の記憶に取り込まれ、永
遠に保存されると書きました。仏教では、alaya-vijnana—蔵識—のアイデアは、心のすべての
痕跡が記録される貯蔵庫を想像します。

こうして科学とスピリチュアリティは収束します：個性は溶け、場はすべての痕跡を保持しま
す。自己は消去されず、統合されます。エゴが定義する物語としての記憶は終わり、宇宙の場
への参加としての記憶は続きます。生きることは永遠のホログラムに自分自身を刻み込むこと
です；死ぬことはその全体に溶け込むことです。

エゴの解消としての最高の志向
エゴの視点から、解消は恐ろしいものに映ります。個性を失うことは死そのもののように思え
ます：記憶、パーソナリティ、主体性の消滅です。現代の西洋の思想の多くでは、個性が神聖
とされ—自由と尊厳の本質そのものとされます。しかし、世界の知恵の伝統では、エゴの解消
は喪失ではなく解放です。

仏教はニルヴァーナを欲とエゴの消滅として記述し、分離の幻想を解放します。それは無では
なく、自己の限界によって条件づけられていない現実への目覚めです。ヴェーダンタでは、最
高の気づきはモクシャです：真の自己（アートマン）がエゴではなく、ブラフマンそのもので
あり、無限で永遠であるという発見です。スーフィズムでは、神秘主義者はfana—神における
自己の消滅—について語り、続いてbaqa、神聖な存在の中に永遠に留まること。キリスト教の
神秘主義では、聖人たちは神秘的合一（unio mystica）について書き、魂と神が一つになるこ
とを述べました。

どの場合も、個性を失う「リスク」は最終的な目標として再解釈されます。エゴは、海の表面
の波紋のように、一時的なものです。溶けることは消えることではなく、海として目覚めるこ
とです。



科学もこの比喩を支持します。量子場理論は、粒子として現れるもの—分離した、別個の—が
実際には連続的な場の励起であると教えてくれます。励起が消えても場は持続します。エゴが
神聖な場の励起であるならば、死とエゴの解消は消滅ではなく帰還です。波紋は静まり、海は
残ります。

最高の志向は、個性の保存ではなく、その超越です。エゴにしがみつくことは亡魂として留ま
ること；溶けることは帰郷することです。

思弁的な地平—ボース・アインシュタイン意識
科学は、そのような超越が具現化された形でどのように見えるかについての魅力的なイメージ
を提供します。物質の最も奇妙な状態の一つはボース・アインシュタイン凝縮（BEC）であ
り、絶対零度近くまで冷却された粒子が単一の量子状態に落ち、統一された単一の存在として
振る舞います。通常、これは深宇宙よりも冷たい温度を必要としますが、比喩としては強力で
す。

意識がボース・アインシュタイン凝縮になるとはどういう意味でしょうか？何十億ものニュー
ロンが半独立的に発火する代わりに、意識は完全な一貫性に落ちます。自己はもはや思考、記
憶、知覚の断片に分裂しません。意識は一つになります。

このような状態は神秘的な文献で何度も記述されています。仏教の悟りは、主体と客体の二元
性を超えた無限の意識としてしばしば特徴づけられます。キリスト教の黙想者は「神に没する」
こと、つまり区別がなくなることについて語りました。スーフィーの詩人たちは愛に溶けるこ
と、砂糖が水に消えるようにと詩的に表現しました。

思弁的に、このような状態では、意識が空間と時間の通常の限界を超越するかもしれないと想
像できます。意識が基本的に量子的なものであるならば、完全な一貫性は非局所性を解き放つ
かもしれません：もはや体に縛られていない心が、すべての存在の場と共鳴します。時間のな
い、限界のない、統一の神秘的な経験は、そのような状態の垣間見かもしれません。

ここでも科学と神秘主義は収束します：意識の最終的な地平は個性ではなく、場との一貫性か
もしれません。完全な統一に溶ける自己は失われるのではなく、成就されます。

絡み合いを生きる
統一が私たちの最も深い真実であり、エゴの解消が最高の志向であるならば、個性の真っ只中
で今どのように生きるべきでしょうか？答えは：絡み合いを意識的に生きることです。

倫理的含意

絡み合いへの目覚めは、自己と他者の間の境界が一時的であることを認識することです。慈悲
は道徳的義務としてではなく、事実の認識として自然になります。もう一人を害することは自
分を害すること；もう一人を育むことは自分を育むことです。絡み合いに基づく倫理は単なる
義務を超え、現実との調和となります。



生態学的含意

絡み合いはまた、地球との関係を再定義します。私たちは自然の外部のユーザーではなく、ガ
イアの体内の器官です。私たちが吸う空気、食べる食べ物、私たちを支える生態系は「資源」
ではなく、私たちの人生そのものの延長です。管理は感傷からではなく、認識から生まれま
す：森は私たちの肺、川は私たちの血、大気は私たちの息です。

スピリチュアルな実践

神秘的な伝統は長い間、エゴを場に溶かす方法を育んできました：

仏教の瞑想は自己の幻想を静め、境界のない意識を明らかにします。
ヴェーダンタの自己探究は「私は誰か？」と問い、エゴが消え、純粋な意識だけが残るま
で続けます。
キリスト教の黙想祈祷は魂を内側に導き、神に休息するまで。
スーフィズムのディクルは、自己と神が二つでなくなるまで神の名を繰り返します。

現代科学はこれらの実践の変容力を確認します。神経科学は、深い瞑想が脳の「デフォルトモ
ードネットワーク」を静めることを示し、自己参照的思考を担当する回路です。エゴの解消の
主観的な報告は、脳活動の測定可能な変化に対応し、神秘的な統一が幻覚ではなく、意識の実
際のモードであることを示唆します。

海の意識を持って生きる

絡み合いを生きることは、この意識を日常生活に持ち込むことです。すべての瞬間は思い出す
機会です：「私はこの波紋だけではない。私は海だ。」感謝、謙虚さ、慈悲はこの認識から自然
に流れます。食べる、呼吸する、話すという日常的な行為さえ、神聖な場の表現として見ると
神聖になります。

結論：海は残る
この旅の始めに、すべてが相互につながっていること—人生、意識、宇宙そのものが絡み合っ
ているかもしれない—とは何を意味するのかを尋ねました。私たちは量子物理学、生態学、哲
学、神秘主義を旅しました。それぞれの道は、言語にもかかわらず、同じ地平を指していまし
た：自己は分離しておらず、個性は一時的であり、統一が最も深い真実です。

量子場理論は、粒子として現れるものが場の励起、一時的な波紋であることを示しました。弦
理論は、多様性が音楽—一つの基礎的な楽器の振動—であると付け加えました。このビジョン
では、物質そのものが関係、リズム、共鳴に溶けます。

生態学は、生命が種のパッチワークではなく、相互依存の広大なシステムであることを明らか
にしました。森は菌類のネットワークを通じて話し、海洋は血のように栄養素を循環させ、地
球は全体として呼吸します。ガイア仮説は、惑星を背景ではなく生物として再構成し、私たち
をその細胞として見ます。



哲学は探究を深めました。現象学は、意識が決して分離しておらず、具現化され、自身の世界
と絡み合っていることを示しました。ロックの記憶に関する考察は、アイデンティティが脆
く、構築され、時間を通じて拡張されていることを思い出させました。汎心論は、意識が個人
に限定されず、現実に遍在し、各心が全体の反映であることを示唆しました。

神秘主義は私たちをさらに遠くへ導きました。ウパニシャッドで、私たちはTat Tvam Asi—あ
なたはそれである—という教えを発見しました。仏教では、非自己の教義がエゴを幻想として
明らかにしました。スーフィズムでは、fanaが自己を神に溶かしました。キリスト教の神秘主
義では、神秘的合一が神聖な結合で愛を完成させました。どこでも、エゴは波紋として暴露さ
れ、神聖な場は海として現れました。

では、死とは何でしょうか？科学はエネルギーや情報が決して失われないと教えてくれます。
神秘主義は個性が決して最終的ではないと教えてくれます。一緒に彼らは確認します：死は帰
還です。 波紋は静まり、海は残ります。エゴは溶け、場は持続します。

そして、志向については？ここに最大のパラドックスがあります。エゴは解消を恐れ—永続性
にしがみつき、喪失を恐れます。しかし、知恵の伝統は、解消が終わりではなく目標だと宣言
します。自己を失うことは全体に目覚めることです。ニルヴァーナ、モクシャ、神化、悟り：
それぞれが同じ真実を名付けます。最高の志向は個性の保存ではなく、その超越です。

科学もまた、この運命をささやきます。もつれでは、分離が幻想である宇宙を垣間見ます。ホ
ログラフィック原理では、情報が決して破壊されないことを見ます。ボース・アインシュタイ
ン凝縮では、多様性が一貫性に落ちる方法を見ます。これらは神秘主義の証明ではありません
が、そのビジョンと共鳴します：個性は溶け、場は残ります。

では、絡み合いを生きるとはどういう意味でしょうか？それは慈悲を意味します：他人を害す
ることは自分を害することだと知ること。それは管理を意味します：地球を私たちの大きな体
として世話すること。それはスピリチュアルな実践を意味します：瞑想、黙想、記憶—人生か
ら逃れるためではなく、その中で目覚めるためです。絡み合いを生きることは、すべての思
考、すべての行為、すべての呼吸が神聖な場の波紋であるという意識を持って生きることで
す。

最後に、波と海の比喩は私たちを家に導きます。波は上がり、踊り、落ちます。それは終わり
を恐れますが、海は決して終わりません。波は決して海から分離していませんでした—「私」
として一時的に形作られただけです。それが溶けると、何も失われません。海は残り、広大
で、限界がなく、永遠です。

この真実に目覚めることは、恐れなく生き、悔いなく死に、すべての存在に他人ではなく自分
自身を見ることです。分離の幻想は消え、残るのは単純で無限の真実です：

私たちは決して波紋ではありませんでした。私たちは常に海でした。
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用語集
Alaya-vijnana (サンスクリット)

ヨーガチャーラ仏教における「蔵識」。すべてのカルマの印象と経験を保存する意識の基礎層を
指します—意識の無意識の種床のようなもの。

Atman (サンスクリット)

ヒンドゥー哲学における内なる自己または魂。アドヴァイタ・ヴェーダンタでは、アートマン
は最終的に普遍的な意識であるブラフマンと同一です。

Baqa (アラビア語)

スーフィー神秘主義における「神に留まる」状態。自己が消滅（fana）した後に、神聖との持
続的な合一を意味します。

ボース・アインシュタイン凝縮（BEC）

極めて低い温度で形成される物質の状態で、粒子が同じ量子状態を占め、単一の統一された存
在として振る舞います—あなたの原稿では意識の統一を示す比喩としてしばしば使用されま
す。

Brahman (サンスクリット)

ヴェーダンタ哲学における究極の、不変の実在—無限で、永遠で、すべての存在の基盤。すべ
ての形と自己はブラフマンの現れと見なされます。

意識（デフォルトモードネットワーク）

休息時および自己参照的思考時に活動する脳内の神経ネットワーク。研究は、瞑想やエゴの解
消体験がこのネットワークを抑制し、自己の境界の喪失と相関することを示します。

Dhikr (アラビア語)



神聖な名前やフレーズの繰り返しを含むスーフィーの宗教的実践で、心を集中させ、エゴを神
の記憶に溶かすために使用されます。

エゴ

「私」の心理的感覚—私たちが同一視する自己イメージ。多くのスピリチュアルな伝統では、
エゴは一時的な構築物であり、究極の自己ではないと見なされます。

もつれ（量子）

二つ以上の粒子が接続されたままで、一つの状態が即座にもう一つの状態に影響を与える量子
現象、距離に関係なく。スピリチュアルおよび実存的な統一を記述するために比喩的に使用さ
れます。

Fana (アラビア語)

スーフィー用語で、神聖におけるエゴまたは自己の消滅。個々のアイデンティティの解消であ
り、しばしばbaqaが続きます。

場（量子場理論）

空間を貫く連続的な実体で、粒子は局所的な励起または波紋として現れます。原稿では意識ま
たは神聖な存在の比喩として使用されます。

ガイア仮説

ジェームズ・ラブロックが提案した科学的理論で、地球が自己調節する生きているシステムと
して機能することを示唆します。エコスピリチュアルおよびシステム思考の文脈でよく使用さ
れます。

ホログラフィック原理

空間の体積内のすべての情報がその空間の境界にエンコードされたデータとして表現できると
いう理論物理学のアイデア。情報は決して本当になくならないことを示唆し、ブラックホール
でも。

インドラの網

マハヤナ仏教の比喩で、宇宙を無限の相互接続された宝石の網として記述し、それぞれが他の
すべてを反映します—相互依存と非分離の象徴。

Lokāḥ Samastāḥ Sukhino Bhavantu (サンスクリット)

「すべての存在がどこでも幸せで自由でありますように。」という神聖な詠唱。慈悲と普遍的な
幸福への志向を表現します。



Moksha (サンスクリット)

ヒンドゥー教における誕生と死のサイクルからの解放—アートマンがブラフマンと一つであ
り、エゴが幻想であるという気づき。

Nirvana (サンスクリット/パーリ語)

仏教における欲とエゴの消滅。それは消滅ではなく、条件づけられた存在からの自由—無限の
意識と平和の状態。

非局所性

量子力学において、粒子が広大な距離を越えて即座に相関し、古典的な分離の概念に挑戦する
アイデア。原稿では、絡み合った意識の神秘的なアイデアを支持するために使用されます。

汎心論

意識が宇宙の基本かつ遍在する特徴であり、すべての物質が何らかの形の意識を持つという哲
学的見解。

Tat Tvam Asi (サンスクリット)

「あなたはそれである」というウパニシャッドの主要な教え。個々の自己（アートマン）と究
極の実在（ブラフマン）の本質的な同一性を宣言します。

Unio Mystica (ラテン語)

「神秘的合一」。キリスト教の神秘主義における、愛と意識が二元性を超えて神と魂が融合する
こと。

ヴェーダンタ

ウパニシャッドを解釈するヒンドゥー哲学の学派で、アートマンとブラフマンの非二元性（ア
ドヴァイタ）を強調します。

波-粒子二重性

電子や光子のような量子実体が、コンテキストに応じて波のような性質と粒子のような性質の
両方を示すことができるという原理。原稿のエゴが波であり、神聖な場が海であるという比喩
と共鳴します。


